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【研究発表会のこ案内】

日時 :]]月 6日 (金)13時 30分より

場所 :信楽窯業技術試験場 2階会議室

内容 :平成9年度窯業技術試験場研究成果

お誘い合わせのうえ、ぜひお越し下さい

表祇の写真はくらしの陶製品 98に出展した綸食食器です



くらしの陶製品'98 展示を終えて

展示場所 :陶芸の森 産業展示館 2階ギャラリー

期  間 :平成 10年 7月 24日～ 8月 30日

昨年に続しヽて、ゆとりのあるライフスタイルや高齢化社会に向けた人に優 ししヽモノづ

くりの提案をコンセプ トに、新素材や新技術を活用 した陶製品の提案を行しヽました。
・
快適生活術の提案

'を
サブテーマにバリアフリー、軽量新素材、ガーデニングの三つ

の分野 18品 目、 114点を展示 しました。

ふ

便いやすくて遊び心―

`tTドアノブで,.

収納チェア

ガーデニンググッズを収納したり

イスとして利用できます。

ラテイスと組み合わせた

ガーデンセットです。

にやベランタに置く照明器具です.

バブルセラミックス

発泡性素地による起堅量セラミック

の試作品です.

点字サイン陶IFと 同様の,■に

よつて作られた表ホしです

らくらく台
この台を使うと楽な姿勢で靴が履けます.

軽量丸皿

堅量新宗材を使つた軽い皿です。

F2

ミニガーデン

卓字入り表札
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くらしの陶製品
' 98の

展示品

キャンドルボックス

アンケート得票 (年代別)

陶器祭開催中の 3日 間 展示会場におしヽてアンケー ト調査を行いました。約 1400人
の方からいただいた回答の集計結果も併せて紹介いた します。
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アプローチ灯

ミニ噴水

耐熱軽量鍋セット

アレンジテーブル

ソヽンギングボット
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くらしの陶製品'98の講評

去る 7月 31日陶芸の森において、3名の講師をお迎えし「くらしの陶製品 98Jの
講評をお願いしました。要旨は次のとおりです。

稲岡真理子氏

ライフマネジメントカウンセラー

安全、安心、快適、便利がキーワー ド

今回の試作品は、生活材としてのスタン

スで、それぞllの商品特性をセー|しス市/

ン トにメンテナンスの面、ランニングニス

トなど トータルに研究さllて しヽる.安全
‐~心、快適、便利をキーワー ドに さらに

ランクを上げてほししヽ。ソヽ リアフリーにつ

いても、年齢を超え、性別を越えて誰にも

受け入れらllる ことの具体化が課題である

と思しヽます。次回も楽 しみにしてしヽます。

剣持和之氏

(株 ,ミサワホーム

部品開発部主幹

一日も早い商品化を !

今、大変な経済不況下にあり、商品開発

にはなによりも、真貪」さと スピー ドが強

く求められてきています。前回から研究さ

れている、軽量食器については形状や裏の

処I里 に一工夫が欲 しいが、ほぼ完成の域に

達 してしヽるかと思います。次のステップと

して、一日でも早く商品化に取 りかかられ

ることが大切かと思います。

出井豊二氏

大谷女子短期大学 助教授

若い人の感性の拡がりを期待

点字案内陶板は完成の域に達しており、

今後は様々な施設への対応が課題と言えま

す。ドアノブや手摺りについては誰もが使

えて、遊び心があるところが良しヽ。そして、

軽量素材につしヽては、レパー トリーも広が

り、いくつかの成形法にも対応が可能とな

り、今後の信楽にとって明るしヽ兆しが感じ

られます。陶器に関わらず、モノづくりに

携る若しヽ人は自lDに投資することを勧めま

す。感性の拡■
lNり を期待したい。

求評会の風景
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信楽のうわ ぐすり「自萩釉」

白萩釉は萩焼 幅 麗焼)で有名であるが、その起源は秀吉朝鮮出兵のとき毛利公の道

案内をした陶工李敬の倉J始と伝えらllて しヽる。信楽においては明治後期に使われるよう

になつた海目i釉の上掛け釉として使わllてきた。この釉葉に類したものでは卯のIVI釉

(兎の斑 暑の糞)があるが、こllは自萩釉より珪酸分が多いため7L濁が強いものである。

自萩釉は信楽において窯変釉としヽう名llTで市販されてしヽる。この調合は、長石、土灰、ワ

ラ灰―~の乳清範ヨを利用 したものである。こllに亜鉛華、骨灰、酸化スズ、酸化チタン、

ジルコン等を豪パーセン ト添加 し、7L濁の度合しヽや焼成による安定性を調整 している。自

萩|=Cぎ う意失透粕の成因は結品質によるものとガラス質によるものとがある。前者は

ジ |´ ニンやチタン、スズにより失透させるもので冷たい感 じがするが焼成条件に対 し安

三てころ,後者はガラス質で分相により乳濁するもので、焼成条件により不安定である

tl蒙 うかい感 じがするので、工芸品に使用さllる 。この釉薬 |ま 1050℃～950℃の冷却

還貫 こょつてFL濁の度合いが異なり、この間の速度か速い場合は透明性が強く、遅い場

合 こ≡く子L濁する。また、この釉薬をワラ灰で調整する場合、過粉砕にならないように

,こ こ斑紋状となり独特の風合いとなる。一方自萩釉は色釉薬 (天 目 柿釉 織部 そ

C′

`三
珀)の上掛け釉薬として用いると写真 (下)の様な変化に富んだ表情となる。

調合例
(高井 )

釜戸長石 30

土 灰 30

藁 灰 40

111

加朔讃 SK8～ 9

石灰白萩釉

三雲長石 226

釜戸長石 226

鳥屋根珪石 60

藁灰 90

鼠石灰石 150

803フリット 113

亜鉛華 113

骨灰 23

焼成温度 SK6a～ 7

自萩釉土瓶 (昭和

ミジン自萩釉花瓶 (昭和 10年代当場試作品)

0信楽窯業技 lは験場情報誌 第9号 ]99810
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きの せ

信楽の土「黄瀬土」

信楽で採掘されている代表的な陶土である黄瀬土とは、信楽町雲井地区の内裏野 (紫香楽

富趾北方)地先における古琵琶湖層群に属する地層から産出する蛙目質粘土のことを指す。

現在でも昔ながらの、もっぱらスコップなどによる人力に頼って採掘 精製さねており、

信楽焼だけでなく、古くは京都栗田焼の原料としても利用され現在では珍重されている。

この陶土は、粗粒の珪石や長石を多く含み、穴窯や登り窯で焼成するとざっくりとし

た材質感と大色が出やすしヽのが特徴である。

出荷製品は、①原土②乾燥後粉砕品O水顛後錬り上の 3タ イプあり、求める製品の質感

により使い分けらllて しヽる。水簸作業は、原土に水を力日え混合後、余分Ic「木片や石分を

取り除き、沈殿により濃縮した土をいぶし瓦の上で天日乾燥してしヽる。乾燥にいぶし瓦

を利用しているの|よ、上の水分や太陽熱を吸収する瓦の性質を利用して乾燥を早めるこ

とと、古瓦が容易に手に入ることから利用されてしヽるようである。お天気仕事であり、天

候には充分な注意を要する。

近年、採掘現場近辺にも宅地化が進行していることに加え、第二名神高速道路整備事

業の予定地にかかり各鉱山の保存が緊急課題である。次号は三郷山粘上を紹介します。

(黄瀬)

黄瀬土の分析値 (原土 ) (WtOo)

採掘現場 乾燥用瓦

土  色 S102 A203 Fe2O 3 T102 CaO Mg0 K20 Na20 lg.loss
淡黄白 766 136 044 012 021 011 473 175 207

黄瀬土の鉱物組成 (原土 ) (Wt° o)

長 石 珪 石 粘土 その他

438 280 148 ]0 417 133 12

X分析値 鉱物組成 |「平成 9年滋賀県信楽町耐火粘土の合理的開発に向けてJよ り

(近畿通商産業局 非金属鉱物資源対策委員会)

⑮ 信楽窯業技tは験場情報誌 第9号  ]998]〇P6



技術相談 コーナー

最近、赤土を使う企業が増え、ロクロ成形

におしヽて底の中心部が S字状に切れるとい

う相談があります。上の動きがわかるよう

に次の実験をしましたので紹介 します。

(右の写真は茶碗の高台部のS字切れの写真 )

方法 結果

山作りにおいて、土ころしの

直径を約 6cmでおこなつた

もの。

ロクロの回転にともない

S字にねじれ乾燥後切れ

た。

山作りにおいて 土ころしの

直径を約 3cmで 倍の回数お

こI」 つたもの。

渦巻き状にねじll乾燥後

切llなかつた。

―個作りをおこなったもの。
乾く甍

小
　
。

が

た

れ

つ

じ

か

ね

な

ど

れ

ん

切

と

後

ほ

燥

赤土のような、1又渇の大きしヽ土は、底のねじれ密度をできるだけ均―にするlLl要があります。

(高畑)

素材のいろいろ「スーバーボン ド」

窯業界で「粘土Jとは粘土鉱物を含む土llのことを指します。粘土鉱物の結晶はサン ドイッチ

のような形をしており、珪酸の結晶がつI」がった面がバンに、アルミナなどの結晶がつながつた

面が八ムにたとえられます。陶土に含まれるカオリナイ トはパン 八ム ソ(ン 八ムという二層

構造ですが、バン 八ム バン バン 八ム バンという三層構造になつてしヽる粘土鉱物もあり

ます。その代表的なものはモンモリロナイ トと呼ばれ、モンモリロナイ トが含まれる粘土をベン

トナイ トと呼びます。

モンモリロナイ トはバンとバンとの隙間やハムの部分に大量の水を引きつけるため、ベン トナ

イ トの粉末に水を加えると粉末の体積は数倍から数十倍に膨潤します。またベン トナイ トは,卜常

によく粘るので、長石の粉末でも 2～ 3%のベントナイ トを添加すると、ろくろ成形ができるよ

うになります。

カオリナイ トは花商岩が化学的に風化してできたものですが、ベン トナイ トは大昔の大山灰が

熱水作用を受けて生成したものです。日本で よ群馬県などで産出します。

「スーパーボン ド」はアメリカのワイオミング州で産出する、とくによく粘るベン トナイ トの

商品名です。信楽陶器工業協同組合などで購入できます。キログラムあたり60～ 70円ですが

可塑斉Jと して使う場合には添カロ量IJ少ないわりに効果が高いので安価といえます。 01澄 )

0信楽窯美●術試験場情報誌 第9号 199810 P7



収蔵品紹介

注 連 縄 紋 茶碗 破 片

徳鳥の武家屋敷跡を発掘すると 注連縄組 しめ

なわもん)の茶碗が大量に出土する。この茶碇につ

いて徳島県立 専物館の北1条ゆうこ氏が興味深い11究

をさllたので l ll告 を紹介する.

],+迪縄i●茶前は徳島の武_~屋致跡で出土し lt
の上地で まはとんど出土 していない.

218世 キヨ半 ぎから ]9世紀にかけて,用され 形

や文様に変這がある.

3注連月の他に宝珠 海老 裏匡羊歯などの文様

が加えらllているものもある.

41共絵のものは信楽でl●
IJれ 色絵のもの よ京焼

また まその模敬品である.

57_連f紋余碗は大石 (おお
=|く

,茶前であり 止

月に徳島誓主が落士に下賜する習慣があつた。

大福茶とは昆市や梅干ち`入つている薬膳茶であ

り 関西l_方で元¬に喫する習慣が|・」つた。大幅茶

l・ は信楽町の黄瀬地区や勅旨■区でも出土している

が 主として朝宮地区の高原焼の窯で焼かれたと言

われている。収蔵品の素地よ鉄分が少ない蝠器質で

あり釉薬の透明度も高く 徳島藩士のステイタスシ

ンボルとなりうる品質である。大福茶の習俗を茶碗

とともに復活させるのもおもしろいだろう。

01澄)

1 70 11100 nm 江戸峙代

阪神淡路大謝 tで大きな被害を受けた西宮北口北東

地区の再開発事業推進協議会が催した「まちづくり

陶芸祭Jに参加、300余枚の手形陶板 記念オブ

ジェを焼き上げ地域の人々に喜んでいただいたこと

がこうした活動のきつわЧナになつています。信楽窯

業技術試験場は会の事務局としてまた 研修会場

講師 設備などの面で協力しています。全国的にも社

会人の学習意欲が高まる中、より専門的な研鑽の場

として益々充実した活動が期待されています。

(θ町藤)

編集 発行

滋賀県工業技術総合センター信楽窯業技術試験場

〒529‐ 185]

滋賀県甲賀郡信楽町長野498

一 一水色t,ち |・ t――― 滋賀で0
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この冊子は古紙酒論 率 50%の再生紙を使用しています

信楽陶器研究会の紹介 (旧称 信楽陶磁器研究会)

設立から10年余りを経過したのを機会に会の名

称を改めました.陶器という言葉について
=「

詢器

の思想J(カロ藤悦三著 比咬1句器1丹究所発行 ,こ考察

されています。参照いただけllは幸いてす.

会では陶器に関する研修会や見学会など様々な活

動を通じて会員相互の交流を図りなから見識を深め

ています。現在会員数 60名 .

最近では やさものの菫術を生かしたボランティ

ア活動も盛んにおこなつています.]997年 8月

給付研修風景

P8 lt‐ 信辛票業表術前瞼場情報誌


